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養

老

町

第

二

回

臨

時

会

会

議

録 

  

平
成
二
十
四
年
第
二
回
養
老
町
議
会
の
臨
時
会
を
養
老
町
議
会
議
事
堂
に

招
集
さ
れ
た
の
で
会
議
を
開
い
た
。 

 

そ
の
次
第
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
事
日
程 

（
平
成
二
十
四
年
八
月
九
日
第
一
日
） 

日
程
第
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

日
程
第
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
期
の
決
定 

日
程
第
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
般
の
報
告 

日
程
第
四 

議
案
第
七
十
二
号 

養
老
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

日
程
第
五 

議
案
第
七
十
三
号 

養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
本
日
の
議
長
並
び
に
出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

議 
 

長 
 

松 

永 

民 

夫 

○
出 

席 

議 

員 

一 
 

番 
 

岩 

永 

義 

仁 

二 
 

番 
 

長 

澤 

龍 

夫 

三 
 

番 
 

大 

橋 

三 

男 

四 
 

番 
 

三 

田 

正 

敏 

五 
 

番 
 

吉 

田 

太 

郎 

六 
 

番 
 

早 

崎 

百
合
子 

七 
 

番 
 

野 

村 

永 

一 

八 
 

番 
 

田 

中 

敏 

弘 

九 
 

番 
 

松 

永 

民 

夫 

十 
 

番 
 

皆 

川 

雅 

子 

十

一

番 
 

中 

村 

辰 

夫 

十

二

番 
 

岩 

瀨 
 

 

進 

十

三

番 
 

水 

谷 

久
美
子 

○
欠 

席 

議 

員 

な 
 

し 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
議
場
に
出
席
し
た
者
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

町

長 
 

大 

橋 
 

 

孝 

副

町

長 
 

西 

脇 

正 

博 

教

育

長 
 

野 

村 

浩
太
郎 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安 

藤 

淳 

一 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問 

山 

孝 

通 
 

総
務
部
税
務
課
長 

 

田 

中 

信 

行 

住

民

福

祉

部

長 
 

日 

比 

重 

喜 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊 

藤 

公 

一 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松 

永 

博 

孝 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高 

木 

久 

之 
 

産

業

建

設

部

長 
 

柏 

渕 

裕 

昭 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川 

地 

豊 

己 
   

総

務

部

長

兼 

総

務

課

長 

総

務

部

参

事

兼 

総
務
部
企
画
政
策
課
長 

住

民

福

祉

部 

住

民

人

権

課

長 

住

民

福

祉

部 

健

康

福

祉

課

長 

住

民

福

祉

部 

生

活

環

境

課

長 

産

業

建

設

部 

農

林

振

興

課

長 
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加 

藤 

敏 

博 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊 

藤 

博 

文 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西 

脇 

和 

信 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊 

藤 
 

 

幸 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香 

川 
 

 

満 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐 

藤 

昌 

子 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤 

田 

実 

芳 
 

消

防

長 
 

小 
林 

恒 

夫 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
職
務
の
た
め
議
場
に
出
席
し
た
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

議

会

事

務

局

長 
 

山 

中 

秀 
樹 

議
会
事
務
局
書
記 

 

川 

地 

洋 

子 

議
会
事
務
局
書
記 

 

稲 

川 

諭
実
彦 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

  
 

（
開
会
時
間 

午
前
九
時
三
十
分
） 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

定
刻
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
よ
り
開
会
を
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
第
二
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
開
会
す
る
に
当
た
り
、
議

員
並
び
に
執
行
部
各
位
に
は
何
か
と
御
多
用
の
と
こ
ろ
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

開
議
に
先
立
ち
、
町
民
憲
章
の
朗
唱
を
行
い
ま
す
。
全
員
の
御
起
立
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

傍
聴
席
の
皆
さ
ん
も
御
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

前
段
を
私
が
読
み
上
げ
ま
す
の
で
、
後
段
の
御
唱
和
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

―
― 

「
町
民
憲
章
」
朗
唱 

―
― 

 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
着
席
く
だ
さ
い
。 

 

本
日
の
会
議
は
全
員
の
出
席
で
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
か
ら
平
成
二
十
四
年
第
二
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
し
ま
す
。 

 

会
議
規
則
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
二
番 

長
澤
龍
夫
君
、
三
番

 

大
橋
三
男
君
を
指
名
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
八
月
一
日
、
議
会
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
臨
時
会
の
日

程
等
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 

議
会
運
営
委
員
長 

皆
川
雅
子
君
。 

○
議
会
運
営
委
員
長
（
皆
川
雅
子
君
） 

議
会
運
営
委
員
会
報
告
を
い
た
し
ま

す
。 

 

去
る
八
月
一
日
午
前
十
時
よ
り
、
委
員
及
び
正
・
副
議
長
並
び
に
執
行
部

の
出
席
の
も
と
に
開
会
い
た
し
ま
し
た
。
協
議
事
項
は
、
平
成
二
十
四
年
第

二
回
臨
時
会
の
日
程
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
日
の
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

議
事
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
、
開
会
宣
言
、
二
、
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
三
、
会
期
の
決
定
、
四
、
諸
般
の
報
告
、
五
、
議
案
の
提
案
説
明
、

会

計

管

理

者

兼 
会

計

課

長 
産

業

建

設

部 

商

工

観

光

課

長 

産

業

建

設

部 

建

設

課

長 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

産

業

建

設

部 

水

道

課

長 

教

育

委

員

会 

教

育

総

務

課

長 

教

育

委

員

会 

生

涯

学

習

課

長 
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六
、
議
案
の
審
議
、
内
容
は
質
疑
、
討
論
、
採
決
、
こ
の
順
序
で
議
会
運
営

を
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

次
に
審
議
す
る
議
案
は
、
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
が
一
件
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
が
一
件
、
合
計
二
件
で
あ
り
ま
す
。 

 

審
議
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
事
日
程
の
日
程
第
四
、
養
老
町
非
常
勤

の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
及
び
日
程
第
五
、
養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
二
件
は
上
程
後
、
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
、
討
論
を
経
て
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

以
上
で
、
議
会
運
営
委
員
会
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
報
告
が
終
わ
り
ま
し

た
。 

 

お
諮
り
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
の
議
会
運
営
委
員
長
報
告
の
と
お
り
、
本
臨
時
会
の
会
期
は
、

本
日
の
一
日
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
臨
時
会
の
会
期
は
本
日
の
一
日
と
決
定
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
三
、
諸
般
の
報
告
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
あ
る
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。 

 

次
に
、
監
査
委
員
か
ら
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
六
月
分
の
現
金
出
納
検
査
結
果
報
告
書
が
議
長

に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
で
、
諸
般
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
町
長
の
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
日
は
、
平
成
二
十
四
年
第
二
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
招
集
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ん
方
に
は
何
か
と
御
多
用
な
と
こ
ろ

を
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

立
秋
も
過
ぎ
ま
し
て
、
き
の
う
、
き
ょ
う
は
本
当
に
秋
が
来
る
の
か
な
と

い
う
よ
う
な
気
候
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
ま
ま
で
は
夏
は

終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
毎
日
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
非
常
に
感
動
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寝
不
足
の
方
も
多
い
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
本
年
は
、
ま
た
九
月
に
岐
阜
県
の
四
十
七
年
ぶ
り
の
国
体
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
の
方
、
ま
た
監
督
、
選
手
の
方
が
お

見
え
に
な
り
ま
す
の
で
、
養
老
町
と
し
て
も
精
い
っ
ぱ
い
お
も
て
な
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
き
ょ
う
は
傍
聴
席
に
中
学
生
三
人
が
傍
聴
に
来
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。
将
来
の
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
執
行
部
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
議

員
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
き
ょ
う
は
十
分
に
勉
強
を
し
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

本
日
は
二
件
の
議
案
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

御
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

町
長
の
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

そ
れ
で
は
、
日
程
第
四
、
議
案
第
七
十
二
号 

養

老
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

大
橋
町
長
。 

○
町
長
（
大
橋 
孝
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
を
賜
り
ま
し
た
議
案
第
七
十
二
号
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養
老
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

議
案
第
七
十
二
号 

養
老
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。 

 

養
老
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
、
別
紙
の
よ
う
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
平
成
二

十
四
年
八
月
九
日
提
出
。 

 

改
正
の
趣
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
に
文
部
科
学

省
よ
り
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
）

の
運
営
改
善
に
つ
い
て
の
通
知
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
者
の
年
間
報
酬
額
が
税
控
除
後
の
額
で
三
百
六
十
万
円
程
度
と
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
給
与
計
算
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
対
し
て
一
定
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、

い
わ
ゆ
る
や
る
気
を
与
え
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

改
正
の
要
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
外
国
語
指
導
助
手
、
通
称
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
」

の
報
酬
を
税
控
除
後
の
額
で
月
額
三
十
万
円
を
、
税
控
除
前
の
額
で
任
用
一

年
目
の
者
は
二
十
八
万
円
、
任
用
二
年
目
の
者
は
三
十
万
円
、
任
用
三
年
目

の
者
は
三
十
二
万
五
千
円
、
任
用
四
年
目
及
び
五
年
目
の
者
は
三
十
三
万
円

に
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
提
案
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

一
番 

岩
永
義
仁
君
。 

○
一
番
（
岩
永
義
仁
君
） 

こ
ち
ら
の
通
称
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
」
で
す
け
れ
ど
も
、
当

町
に
お
け
る
人
数
、
そ
れ
と
今
現
状
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で
当
て
は
め

る
と
一
か
ら
四
段
階
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
こ
に
何
名
当
て
は
ま
る
か

と
い
う
部
分
と
、
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
週
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
、
さ
ら
に
例
え

ば
夏
休
み
中
の
勤
務
実
態
、
状
態
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
と
い
う
の
を
お
教

え
く
だ
さ
い
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

た
だ
い
ま
の
岩
永
議
員
の

質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
当
町
で
勤
務
し
て
い
る
外
国
語
指
導
助
手
、
俗
に
言
う
Ａ
Ｌ
Ｔ

は
三
名
で
す
。
た
だ
、
現
在
勤
務
し
て
お
り
ま
す
の
は
一
名
で
、
四
年
を
経

過
し
、
こ
の
八
月
以
降
、
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
国
籍
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。 

 

こ
と
し
の
三
月
に
、
一
名
が
体
調
不
良
に
よ
り
帰
国
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
七
月
に
五
年
を
経
過
し
た
一
名
が
帰
国
し
て
お
り
、
た
だ
い
ま
一
名
で

す
。
本
日
、
二
名
が
来
庁
の
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
国
籍
は
二
名
と
も
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。 

 

三
名
は
、
い
ず
れ
も
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
と
文
部
科
学
省
、
総

務
省
、
外
務
省
と
の
連
携
に
よ
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り

決
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
任
用
期
間
は
一
年
に
な
り

ま
す
。
一
年
経
過
後
、
双
方
、
雇
い
入
れ
る
側
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
合
意
に
よ
り
、

再
度
一
年
任
用
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
の
で
、
最
長
五
年
の
雇
用
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
五
年
以
上
の
者
は
お
り
ま
せ
ん
。 

 
先
ほ
ど
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
た
だ
い
ま
条
例
改

正
前
で
す
の
で
、
全
て
三
十
万
の
者
で
、
一
年
目
も
五
年
目
も
三
十
万
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
条
例
が
本
日
可
決
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
年
に
よ
っ
て
報
酬
額
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

あ
と
一
週
間
の
勤
務
時
間
で
す
け
れ
ど
も
、
一
応
、
週
三
十
五
時
間
、
月
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曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
で
三
十
五
時
間
の
勤
務
、
週
の
勤
務
時
間
が
三
十
五

時
間
と
い
う
こ
と
で
、
八
時
半
か
ら
四
時
十
五
分
で
一
時
間
休
み
の
勤
務
を

し
て
お
り
ま
す
。 

 

夏
休
み
の
勤
務
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
一
名
し
か
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
一
名
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
子
供
が
出
ま
す
の
で
、
そ
れ
の
指
導

に
当
た
っ
た
り
、
あ
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
指
導
の
ほ
う
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
の
お
手
伝
い
で
県
内
の
ほ
う
へ
出
歩
い
た
り
と
い
う
こ
と
で
し
て
お

り
ま
す
。
あ
と
、
夏
休
み
に
有
給
休
暇
等
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
三
番 

水
谷
久
美
子
君
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
金
額
の
変
更
で

す
が
、
こ
の
改
正
額
と
い
う
の
は
、
全
県
統
一
な
の
か
、
町
独
自
な
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
と
、
そ
れ
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
前
、
教
育

委
員
会
に
も
机
が
あ
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
議
員
に
と
っ
て
も
、
な
か
な
か
、
今
ア
メ
リ
カ
の
方
が
養
老
町
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
少
し
身
近
に
感
じ
て
い
る
と

い
う
点
で
は
、
全
町
民
の
人
材
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会

に
デ
ス
ク
を
置
く
よ
う
な
考
え
は
な
い
の
か
ど
う
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

た
だ
い
ま
の
水
谷
議
員
の

質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

当
初
、
確
か
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
雇
い
入
れ
た
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
ほ
う
に

席
を
設
け
て
お
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
か
ら
小
学
校
の
ほ
う
に
お
い
て

も
英
語
の
授
業
が
入
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
も
あ
っ
て
二
名
を
三
名
に
し
ま

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
学
校
、
あ
る
い
は
小
学
校
を
巡
回
し
て
指
導
に
当
た
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
教
育
委
員
会
の
ほ
う
へ
席
を
設
け
て
、
そ
こ

で
勤
務
を
す
る
と
い
う
実
態
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

済
み
ま
せ
ん
、
水
谷
議
員
、
あ
と
質
問
、
ご
め
ん
な
さ
い
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

全
県
が
統
一
な
の
か
ど
う
か
、
町
独
自
か
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

済
み
ま
せ
ん
、
申
し
わ
け

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

報
酬
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
町
長
さ
ん
の
ほ
う
の
説
明
に
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
用
改
善
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の

中
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
雇
用
し
て
い
る
者
に
関
し
て
、
統
一
の
額
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
上
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

五
番 

吉
田
太
郎
君
。 

○
五
番
（
吉
田
太
郎
君
） 

今
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
三
名
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
中
学
校

は
確
実
に
二
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
結
局
そ
の
時
間
帯

で
、
中
学
校
が
主
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
名
で
こ
の
対
応
を
本
当
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
。
で
き
れ
ば
も
っ
と
ふ
や
す
勘
考
は
な
い
か
、
ち
ょ
っ

と
そ
れ
の
件
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

た
だ
い
ま
の
吉
田
議
員
さ

ん
の
質
問
に
対
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
三
名
で
足
り
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
多

い
に
こ
し
た
こ
と
は
確
か
に
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
一
応
、
小
学
校

が
今
、
週
、
五
年
生
一
時
間
、
六
年
生
一
時
間
と
い
う
こ
と
で
、
あ
と
中
学

校
に
関
し
ま
し
て
も
、
ず
う
っ
と
本
来
の
英
語
の
教
師
と
一
緒
に
行
動
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
な
り
の
や
り
く
り
を
し
て
お
る
と
い
う
こ
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と
が
一
点
と
、
あ
と
年
間
の
金
額
の
ほ
う
の
話
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

今
、
外
国
語
指
導
助
手
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度
予
算
一
千
四
百
万
程
度
か

か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
一
名
ふ
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
の
三
百

六
十
万
何
が
し
と
い
う
も
の
が
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
そ
の

辺
は
予
算
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
当
面
三
名
と
い
う
体
制
で
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 
ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
一
番 
中
村
辰
夫
君
。 

○
十
一
番
（
中
村
辰
夫
君
） 

改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
ん
で
す
が
、
現
行
の
状
況
で
見
ま
す
と
、
た
だ
し
書
き
が
こ
こ
に
、
参

考
資
料
の
中
で
見
ま
す
と
あ
り
ま
す
が
、
改
正
の
ほ
う
に
は
た
だ
し
書
き
が

な
い
ん
で
す
が
、
こ
の
た
だ
し
書
き
を
な
し
に
し
た
理
由
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

中
村
議
員
に
対
し
て
お
答

え
い
た
し
ま
す
。 

 

改
正
前
の
た
だ
し
書
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
を
控
除
し
な
い
と
い
う
も

の
で
す
が
、
改
正
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
報
酬
額
か
ら
税
を
差
し
引
く

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
た
だ
し
書
き
の
ほ
う
は
外
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
一
番 

中
村
辰
夫
君
。 

○
十
一
番
（
中
村
辰
夫
君
） 

現
行
で
は
課
税
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
後

は
課
税
を
し
な
い
と
い
う
解
釈
と
い
う
ふ
う
に
私
は
今
承
り
ま
し
た
が
、
課

税
を
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
し
て
、
し
た
者
に
つ
い
て
は
そ
の
引
い
た
金
額

を
支
給
す
る
と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
。
再
度
、
答
弁
お
願
い
し

ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

説
明
が
不
足
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
正
前
に
つ
き
ま
し

て
は
、
課
税
さ
れ
た
者
に
関
し
て
は
そ
の
分
を
加
算
し
て
支
給
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
報
酬
の
中
か
ら
税
の
ほ
う
を
差
し
引
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
あ
り
ま
せ
ん
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

質
疑
な
し
と
認
め
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
あ
り
ま
せ
ん
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

討
論
な
し
と
認
め
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

本
案
を
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま

す
。 

 
 

〔
賛
成
者
挙
手
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

挙
手
全
員
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
五
、
議
案
第
七
十
三
号 

養
北
小
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

大
橋
町
長
。 

○
町
長
（
大
橋 
孝
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
を
賜
り
ま
し
た
議
案
第
七
十
三
号

 

養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
説
明
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を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
議
案
第
七
十
三
号 

養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
。 

 

町
は
工
事
の
請
負
契
約
を
次
の
条
項
に
よ
り
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。
平

成
二
十
四
年
八
月
九
日
提
出
。 

 

昭
和
四
十
五
年
に
建
設
さ
れ
た
養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
は
、
築
後
四
十

一
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
や
傷
み
が
著
し
く
、
耐
震
診
断
結
果
か
ら
も
Ｉ

ｓ
値
が
〇
・
三
四
と
、
耐
震
性
あ
り
と
す
る
Ｉ
ｓ
値
の
〇
・
七
を
下
回
っ
て

お
り
、
ま
た
床
面
積
も
狭
い
た
め
建
て
か
え
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関

連
工
事
と
し
て
プ
ー
ル
附
属
棟
の
更
衣
室
、
ト
イ
レ
等
の
改
修
工
事
を
行
う

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
養
老
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
契
約
の
目
的
、
養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
。 

 

契
約
の
方
法
は
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
参
加
企
業
は
十

社
で
、
養
老
町
大
巻
、
大
橋
組
、
蛇
持
、
佐
竹
組
、
高
田
の
古
川
工
務
店
さ

ん
、
そ
れ
か
ら
大
垣
市
浅
草
の
宇
佐
美
組
、
揖
斐
川
町
三
輪
の
西
濃
建
設
、

大
垣
市
本
今
の
高
岩
組
、
大
垣
市
神
田
町
の
土
屋
株
式
会
社
、
大
垣
市
西
崎

町
の
岐
建
株
式
会
社
、
そ
れ
か
ら
岐
阜
市
六
条
南
の
内
藤
建
設
、
岐
阜
市
鹿

島
町
の
市
川
工
務
店
、
十
社
の
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
行
い
ま
し
て
、
契
約

金
額
が
二
億
二
千
二
百
六
十
万
円
で
、
岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
蛇
持
二
十
一

番
地
、
株
式
会
社
佐
竹
組
、
代
表
取
締
役 

佐
竹
武
、
佐
竹
組
の
落
札
と
な

り
ま
し
た
。 

 

工
期
は
、
本
契
約
締
結
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
ま
で
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

工
事
場
所
は
、
養
老
町
飯
田
地
内
。 

 

工
事
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
内
運
動
場
改
築
、
プ
ー
ル
附
属
棟
改
修

等
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
、
議
案
第
七
十
三
号 

養
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

六
番 

早
崎
百
合
子
君
。 

○
六
番
（
早
崎
百
合
子
君
） 

た
だ
い
ま
町
長
の
ほ
う
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

今
回
は
十
社
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
番
の
札
と
二
番
大
橋
組

と
の
差
額
の
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
差
額
は
ど
れ
だ
け
か
と
い
う
こ
と

と
、
十
社
あ
る
中
の
、
一
番
低
い
指
名
競
争
入
札
の
金
額
の
差
を
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

安
藤
総
務
部
長
、
答
弁
。 

○
総
務
部
長
兼
総
務
課
長
（
安
藤
淳
一
君
） 

た
だ
い
ま
の
早
崎
議
員
さ
ん
の

御
質
問
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
回
の
入
札
の
入
札
金
額
と
、
そ
の
次
の
金
額
と
の
差
額
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

二
番
目
の
順
位
の
金
額
と
の
差
額
は
、
税
抜
き
の
数
字
で
百
五
十
万
円
の

差
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
そ
れ
と
、
一
番
高
か
っ
た
、
一
番
下
位
の
金
額
と
の
差
額
は
、
こ
れ
も
税

抜
き
に
な
り
ま
す
が
、
六
百
万
ち
ょ
う
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 
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○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

六
番 

早
崎
百
合
子
君
。 

○
六
番
（
早
崎
百
合
子
君
） 

済
み
ま
せ
ん
、
先
ほ
ど
の
質
問
、
ち
ょ
っ
と
失

礼
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二

番
目
の
大
橋
組
と
い
う
の
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ご
め
ん
な
さ
い
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
番 

皆
川
雅
子
君
。 

○
十
番
（
皆
川
雅
子
君
） 
平
成
二
十
年
六
月
の
議
会
で
も
、
養
北
小
学
校
の

屋
内
運
動
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
か
ら
非
常
に
狭
い
と
か
、
あ
る
い
は

耐
震
に
つ
い
て
の
心
配
で
あ
る
と
い
う
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ど

う
な
る
の
か
な
と
気
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
よ
う
に
上
程
さ
れ

ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
今
、
町
長
の
答
弁
の
ほ
う
か
ら
広
く
な
る
と
い
う
こ
と
と
、
耐
震

に
対
し
て
も
非
常
に
力
点
を
置
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
お
聞
き
い
た
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
そ
の
新
し
い
屋
内
運
動
場
の
面
積
内
容
、
特
に
ど
の
部
分
が

広
く
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
運
動
に
直
接
関
係
あ
る
フ
ロ
ア
で
す

ね
、
そ
れ
が
ど
の
ぐ
ら
い
広
く
な
っ
て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

た
だ
い
ま
の
皆
川
議
員
さ

ん
の
質
疑
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
屋
内
運
動
場
、
体
育
館
の
面
積
に
つ
き
ま
し
て
で
す
が
、
延
べ
床
面

積
で
、
今
回
の
建
物
が
千
四
十
五
・
二
二
平
米
、
取
り
壊
し
面
積
が
五
百
六

十
五
・
八
九
平
米
で
、
四
百
七
十
九
・
七
二
平
米
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
面
積
が
、
取
り
壊
し
前
が
三
百
五
十
六
・
七
平
米
で
、
新

し
く
建
つ
予
定
の
も
の
が
四
百
八
十
八
・
一
一
平
米
と
い
う
こ
と
で
、
百
三

十
一
・
四
一
平
米
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
・
三
四
倍
と
い
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

 

建
物
全
体
と
い
た
し
ま
し
て
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

更
衣
室
が
で
き
る
。
ま
た
、
二
階
に
会
議
室
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
会
議
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、
避
難
所
と
な
っ
た
と
き
の
本
部
会
議
等
を
設

置
で
き
る
。
ま
た
、
留
守
家
庭
児
童
教
室
等
で
利
用
す
る
予
定
を
し
て
お
り

ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
番 

皆
川
雅
子
君
。 

○
十
番
（
皆
川
雅
子
君
） 

た
だ
い
ま
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
使

用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
試
算
さ
れ
て
お
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
ん
な
面
で
使
用
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
会
議
室
が
新
し
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
多
方
面
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
、

あ
る
い
は
学
校
面
だ
け
で
使
わ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
使
途
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
で

す
け
れ
ど
も
、
た
だ
い
ま
夜
間
開
放
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
屋
外
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
体
育
館
等
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
会
議
室
と
い
う
設
定
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
番 

皆
川
雅
子
君
。 

○
十
番
（
皆
川
雅
子
君
） 

今
回
、
プ
ー
ル
附
属
棟
の
改
修
も
入
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
プ
ー
ル
附
属
棟
の
改
修
内
容
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
で

す
が
、
今
プ
ー
ル
附
属
棟
で
更
衣
室
と
、
あ
と
ト
イ
レ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ト

イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
の
屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
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利
用
し
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
改
修
後
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
身
体
障
害
者
、
多
目
的
用
の
ト
イ
レ
が
一
つ
、
あ
と
更
衣
室
等
は
体
育

館
の
ほ
う
の
更
衣
室
と
併
用
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
更
衣
室
を
一
般
ト
イ

レ
に
改
修
を
い
た
し
ま
し
て
、
女
性
用
の
ト
イ
レ
で
四
つ
の
ブ
ー
ス
、
あ
と

男
性
用
の
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
便
器
が
二
つ
と
小
便
器
が
三
つ
で
、

い
ず
れ
も
半
数
を
洋
式
ト
イ
レ
と
い
う
ほ
ど
の
改
修
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

八
番 

田
中
敏
弘
君
。 

○
八
番
（
田
中
敏
弘
君
） 

今
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
し
て
、
か
な
り
体
育
館

が
広
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
使
い
勝
手
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
お
る
ん
で
す
が
、
こ
の
面
積
に
関
し
て
は
、
児
童
数
の

一
人
当
た
り
の
平
米
数
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
逆
算
さ
れ
て
設
計
さ
れ
た
の
か
、

町
独
自
の
考
え
で
や
ら
れ
た
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

た
だ
い
ま
の
田
中
議
員
さ

ん
の
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
の
児
童
当
た
り
の
面
積
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

一
応
、
文
科
省
の
ほ
う
の
補
助
面
積
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
養
北
小
学
校
、

ク
ラ
ス
数
で
ま
い
り
ま
す
の
で
八
ク
ラ
ス
あ
り
ま
す
。
八
百
九
十
四
平
米
ま

で
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
、
養
北
保
育
園
の
跡
地

利
用
と
い
う
こ
と
も
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
耐
震
性
も
足
り
な

い
し
、
耐
力
度
調
査
の
ほ
う
も
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
早
期
に
建
て

か
え
の
御
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
の
既
存
の
建
物
を
取
り
壊
し
、
最

大
限
と
れ
る
面
積
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
面
積
に
至
り
ま
し
た
。
以
上
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

三
番 

大
橋
三
男
君
。 

○
三
番
（
大
橋
三
男
君
） 

一
点
だ
け
お
願
い
し
ま
す
。
設
計
金
額
に
対
す
る

落
札
率
が
わ
か
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

安
藤
総
務
部
長
。 

○
総
務
部
長
兼
総
務
課
長
（
安
藤
淳
一
君
） 

た
だ
い
ま
の
大
橋
議
員
さ
ん
の

御
質
問
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

当
町
は
予
定
価
格
等
、
公
表
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
設
計
金
額
等
も
公

表
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
率
に
つ
い
て
は
御
回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
三
番 

水
谷
久
美
子
君
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

た
だ
い
ま
の
答
弁
を
聞
い
て
い
る
と
、
入
札

回
数
は
一
回
な
の
か
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
す
が
、
そ
の
確
認
と
、

そ
れ
か
ら
屋
内
運
動
場
本
体
で
す
ね
、
そ
の
金
額
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

安
藤
総
務
部
長
、
答
弁
。 

○
総
務
部
長
兼
総
務
課
長
（
安
藤
淳
一
君
） 

た
だ
い
ま
の
水
谷
議
員
さ
ん
の

御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
入
札
の
回
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
回
行
い
ま
し
た
。
一
回
目
に
つ

き
ま
し
て
は
、
予
定
価
格
に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
再
度
、
二

回
目
の
入
札
に
お
い
て
落
札
、
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

ち
ょ
っ
と
概
算
で
正
し
い

数
字
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
あ
れ
で
す
け
れ
ど
も
、
一
億
四
千
六
百
七
十

八
万
五
千
円
程
度
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 



－１０－ 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
三
番 

水
谷
久
美
子
君
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
回
耐
震
、
先
ほ
ど
も
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
の
い
ろ
い
ろ

な
地
震
に
よ
り
公
共
施
設
、
庁
舎
も
含
め
て
で
す
が
、
免
震
装
置
が
条
件
で

契
約
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
全
国
的
に
は
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
体

育
館
は
、
多
額
の
免
震
装
置
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
そ
の
効
果
に
お
き
ま
し
て
は
、
保
育
園
の

建
設
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
町
の
免
震
装
置
に
対
す
る
考
え
方
、
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
免
震
装
置
は
横
揺
れ
に
は
よ
い
が
、
縦
揺
れ
に

は
効
果
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
見
解
と
、
そ
れ
か
ら
公
開
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
す
ね
、
そ
れ
の
検
討
と

い
い
ま
す
か
、
そ
こ
ら
辺
の
町
の
考
え
方
を
伺
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

大
橋
町
長
、
答
弁
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

水
谷
議
員
の
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

免
震
装
置
を
つ
け
る
、
つ
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
つ
け
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
金
額

等
、
相
当
加
算
さ
れ
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
現
在
危
惧
さ
れ
て
お
り

ま
す
東
海
・
東
南
海
等
の
最
大
震
度
に
耐
え
得
る
建
物
と
い
う
こ
と
を
基
本

に
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
で
す
け

れ
ど
も
、
体
育
館
の
仕
様
か
ら
考
え
ま
し
て
、
さ
ほ
ど
複
雑
と
も
思
え
ま
せ

ん
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
必
要
が
な
い
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
三
番 

水
谷
久
美
子
君
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
体
育
館
は
も
ち
ろ
ん
町

長
の
答
弁
ど
お
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
校
下
の
保
育
園
建
設
と
か
、

こ
れ
か
ら
公
共
施
設
な
ん
か
に
携
わ
っ
て
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
か
っ
た
わ

け
で
す
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

大
橋
町
長
、
答
弁
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

例
え
ば
プ
ー
ル
等
も
そ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
か
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
今

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
度
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
関
係
は
、
こ
の
方
式
で

や
る
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
し
、
で
す
の
で
、
も
の
に
よ
っ
て
は
こ
れ

か
ら
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

一
番 

岩
永
義
仁
君
。 

○
一
番
（
岩
永
義
仁
君
） 

先
ほ
ど
耐
震
強
度
の
設
定
の
話
が
出
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
最
新
の
想
定
さ
れ
る
東
南
海
地
震
の
数
値
で
す
と
、
震
度
六
強
が
想

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
該
当
す
る
耐
震
設
計
で
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
判
断
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

佐
藤
教
育
総
務
課
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
（
佐
藤
昌
子
君
） 

新
し
い
建
物
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
当
然
そ
の
辺
の
数
値
に
関
し
ま
し
て
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
あ
り
ま
せ
ん
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

質
疑
な
し
と
認
め
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

討
論
な
し
と
認
め
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
を
行
い
ま
す
。 



－１１－ 

 
本
案
を
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま

す
。 

 
 

〔
賛
成
者
挙
手
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

挙
手
全
員
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 
お
諮
り
し
ま
す
。 

 

次
回
の
議
会
日
程
、
運
営
の
審
査
及
び
所
管
事
務
の
調
査
等
に
つ
い
て
、

議
会
閉
会
中
も
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

よ
っ
て
、
議
会
閉
会
中
も
次
回
の
議
会
日
程
、
運
営
の
審
査
及
び
所
管
事

務
の
調
査
等
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

こ
れ
で
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
し
ま
し
た
。 

 

会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
第
二
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
す
。 

 

長
時
間
御
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

（
閉
会
時
間 

午
前
十
時
十
五
分
） 

      

  

右
、
会
議
の
次
第
を
こ
こ
に
記
録
し
、
そ
の
相
違
な
い
こ
と
を
証
す
る
た

め
こ
こ
に
署
名
す
る
。 

  
 

 

平
成
二
十
四
年
八
月
九
日 
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議 
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長 
 

澤 
 

龍 
 

夫 
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三 
 

男 

 


